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こちら町長室×新たな町づくり

　新緑の候、みなさんいかがお過ごしでしょうか。さて、今回のこちら町長室では、平
成 26 年度当初予算の説明と新規採用職員および人事異動の紹介を行いたいと思います。
　まず、当初予算について、道の駅おおとう桜街道を核とした地域活性化をはかるため、
平成 25 年度からの継続事業として、ドッグラン建設の予算を計上いたしました。道の
駅近くに整備し、さらなる集客数のアップを目指します。また、特産品の研究開発にも
力を入れ、町独自のブランドづくりに力を尽くして行きたいと考えております。
　新規採用職員について、新しいまちづくりの一翼を担う大切な新戦力を、平成 26 年度
４月付で５人採用いたしました。次のとおり氏名や所属課、コメントなどを掲載してい
ますので、ご覧ください。

平成 26 年度  大任町の
新たなまちづくりがスタート

■町税	 	 	 　　　　３億4,672万円
■繰入金		 	 　　　　２億8,122万円
■使用料及び手数料	 　　　　　　9,084万円
■諸収入		 	 　　　　　　4,512万円
■分担金及び負担金	 　　　　　　4,278万円
■その他		 	 　　　　　　1,583万円
自主財源		 　　　　　　　　８億2,251万円
■地方交付税	 	 　　　　17億4,159万円
■地方債		 	 　　　　６億6,049万円
■国庫支出金	 	 　　　　４億　672万円
■県支出金	 	 　　　　２億5,530万円
■地方消費税交付金	 　　　　　　5,953万円
■地方譲与税	 	 　　　　　　2,854万円
■その他		 	 　　　　　　1,807万円
依存財源		 　　　　　　　　31億7,024万円

歳入は、町税など自主的な
収入になる「自主財源」

と、国や県により定められた額を
交付されたり、割り当てられたり
する「依存財源」の２つに分けら
れます。この自主財源が多いほど
行政活動の自主性と安定性を確保
することができます。

歳出は、使用する目的によっ
て民生費や公債費、土

木費などの各項目に分けられます。
　本年度は、住宅建設や道路など
の整備を継続しながら、道の駅の集
客数増加を目指して、「ドッグラン」
の建設予算を計上。今後も計画的
な経費削減を図りながら、より良い
まちづくりに取り組んでいきます。

■民生費		 	 　　　　10億4,808万円
■公債費		 	 　　　　10億1,725万円
■土木費		 	 　　　　５億8,334万円
■総務費		 	 　　　　５億5,028万円
■教育費		 	 　　　　２億　456万円
■農林水産費	 	 　　　　１億8,081万円
■衛生費		 	 　　　　１億6,555万円
■消防費		 	 　　　　　　9,510万円
■議会費		 	 　　　　　　7,074万円
■諸支出金	 	 　　　　　　6,771万円
■その他		 	 　　　　　　		933万円

自主財源（20.6％）
依存財源（79.4％）
（		）内は構成比

前年度予算　14億8,483万円
対前年度比【28.3％】

本年度 対前年度比

国民健康保険事業
特別会計 ９億1,667万円 5,441万円

後期高齢者医療
特別会計 6,523万円 103万円

水道事業会計 ９億2,336万円 ４億2,027万円

特別会計予算　19億  526万円

地方債（借金）残高

区分 平成 24 年度末 平成25年度末（見込）

一般会計 103億9,279万円 108億1,690万円

特別会計とは、収入や使い道などをはっきりさせるために、
一般会計と区別して経理する会計です。これは、主に

みなさんが支払う保険税や水道料金などで賄われています。
　国民健康保険事業特別会計・後期高齢者医療特別会計は、昨年
度とほぼ同額を計上しています。また、水道事業会計においては、
約４億2,027万円の増額になっており、主に道善加圧ポンプなどの
改修工事を行うためのものとなっています。

区分 平成 24 年度末 平成25年度末（見込）

一般会計 24億1,995万円 26億9,485万円

基金（貯金）総額

平成26年度予算総額　58億9,801万円

皆様の快適な生活の為
に安全・安心な水を提
供できるよう、精いっ
ぱい頑張ります。よろ
しくお願い致します。

笑顔と真心での対応を
心がけ、町長の公務を
一生懸命支えていきた
いと思います。よろし
くお願いします。

笑顔で丁寧な窓口対応
を心がけ、町民の皆様
に気持ち良くご利用し
て頂けるように頑張り
ます。

地域の皆さんと一緒に、
明るく楽しい町づくりをし
ていきたいと思っていま
す。不慣れなこともありま
すが一生懸命頑張ります！

まだ不慣れですが町民
の皆さんの役に立てる
よう、日々精進して参
りたいと思います。よ
ろしくお願いします。
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平成 26 年度 新規採用職員紹介

一般会計予算　39億9,275万円

昇
格
・
異
動【
４
月
１
日
付
】

移動前 氏名 移動後
【課長】

事業課長 渡辺　博樹 総務企画財政課総務課長
水道課長 二宮　達夫 事業課長
教育課長 桑野　敏朗 教育課第１課長
総務企画財政課総務主幹 白川　久幸 教育課第２課長
教育課主幹 鈴木　康裕 水道課長
介護保険連合事務長（主幹） 奥田　圭子 介護保険連合事務長（課長）

【主幹】

産業経済課長補佐 奥永　義秀 産業経済課主幹
総務企画財政課総務課長補佐 矢吹　伸二 総務企画財政課総務主幹

【係長】

住民課第2主査 友原 千代美 住民課第2係長（今任町民会館）
【主査】

住民課第１付（総合福祉センター） 志満　紀郎 産業経済課
住民課第１戸籍係 岩下　啓一 住民課第２
事業課付（田川直方線沿線準備室） 岩本　典久 事業課土木係
総務企画財政課主事 山﨑　輝開 総務企画財政課主査

【主事】

住民課第２ 山本　麻美 住民課第１戸籍係
住民課第２付大任町地域包括支援センター 浦野 智恵子 住民課第１衛生係
事業課土木係 佐々木 一成 住民課第１付（総合福祉センター）

【再任用】

総務企画財政課総務課長 東田　重孝 事業課付（田川直方線沿線準備室）

※
敬
称
略
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４
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ま
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た
。
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さ
く
ら
街
道
を
駆
け
抜
け
る

　

４
月
６
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＆
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催
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＆
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連
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付
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。

　

開
会
式
で
は
、
永
原
町
長
が
「
さ
わ

や
か
な
汗
を
流
し
、
楽
し
い
思
い
出
を

作
っ
て
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
あ
い
さ

つ
。
そ
の
後
、
今
任
小
学
校
６
年
生
の

浦
野 

龍
信
く
ん
、
﨑
野 

滉
士
く
ん
、
田

中 

啓
太
郎
く
ん
の
３
人
が
、
会
場
の
人

た
ち
が
見
守
る
中
、「
こ
の
美
し
い
さ
く

ら
街
道
を
ケ
ガ
な
く
元
気
い
っ
ぱ
い
に

走
り
抜
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。」と
堂
々

と
選
手
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
お
お
と
う
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、

１
千
７
１
８
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
出
場
し
、

さ
く
ら
街
道
を
駆
け
抜
け
、
大
い
に
マ

ラ
ソ
ン
大
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ー
ス
の
沿
道
で
は
町
内
外
の

多
く
の
人
た
ち
が
声
援
を
送
り
、
大
会

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
色
と
り
ど
り
の
花
が
来

場
し
た
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
中
、

大
任
町
商
工
会
に
よ
る
無
料
の
し
じ
み

汁
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

大
会
最
後
に
は
５
万
円
分
の
商
品
券
や

液
晶
テ
レ
ビ
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
読
み
上
げ
ら
れ
る
番

号
に
一
喜
一
憂
す
る
参
加
者
た
ち
で
会
場

は
盛
り
上
が
り
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま

で
楽
し
め
る
一
日
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

▲一番早くスタートする２㎞の参加者たち ▲唯一南向きのスタートになる５㎞の出走者たち ▲長い道のりを黙々と走る10㎞のランナーたち

第 24 回花としじみの里おおとうマラソン
▲無料の「しじみ汁」には毎年長い行列ができています

▲今大会で一番遠い広島県から参加したランナー

▲抽選会の１等は５万円の商品券でした

▲開会式でランナーに激励の言葉を述べる永原町長

▲元気いっぱいに選手宣誓をした今任小学校の児童たち

▲大勢の人でにぎわいを見せた抽選会

▲しじみの大ちゃん、花ちゃんと記念撮影

▲ランナーたちを応援する蛇面太鼓の皆さん
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まちの話題問 総務企画財政課 広報係　☎ 63・3000

　３月 27 日、青少年育成町民会議と子ども育成連絡協議
会の合同レクリエーション事業が行なわれ、町内の子ども
会から９人の小学生が参加。久留米市の福岡県青少年科学
館を訪れ、プラネタリウムで春の星座を勉強し、いろいろ
な展示施設をとおして科学体験をしました。
　この日は特別展として「ふしぎなふしぎなオートマタ

（からくり人形）展」も開催されていて、子どもたちは、面
白くて不思議な動きをする人形を夢中になって見入ってい
ました。

見て・動かして・楽しんで学ぶ
福岡県青少年科学館

▼からくり人形を通して「ものが動く仕組み」を学びました

今までの努力が実を結ぶ
春武館の拳士たちが好成績

　３月 30 日、浜線健康パーク体育館（熊本県）で開催され
た 2014 年琉球少林流全九州オープン空手道選手権大会
に、春武館の拳士たちが参加しました。
※敬称略
▶型【準優勝】（中学級の部）安方 幸太郎【優秀選手】（７～８級の
部）永原 宏高、金丸 拓斗、永原 里花【優秀選手】（親子兄弟の部）
永原 宏高、永原 里花▶組手【優勝】（小学校１年男子の部）金丸 拓
斗（小学校 3･4 年女子の部）廣畑 亜香里【準優勝】（小学校 5･6
年女子の部）永原 里花【三位】（小学校４年男子の部）村坂 駿太

▲大会で好成績を残した春武館の拳士たち

　３月 24 日、役場庁舎前で献血が行われ、27 人が献血
の協力をし、約 11 リットルの血液が集まりました。献血
とは、病気や怪我で輸血を必要としている患者さんのため
に、健康な人が血液を提供するボランティアです。血液は、
酸素を運ぶ、病原菌とたたかう、出血を止めるといった生
命の維持に欠かせない役割を担っています。輸血に使われ
る血液は、みなさまの善意の献血により支えられています。
　会場では、上田川ライオンズクラブから献血協力者全員
に生卵が手渡されました。

つながる命の輪
大任町役場で献血を実施

　４月７日、大任町役場で春の交通安全祈願祭が行われまし
た。祈願祭には、警察関係者や学校関係者など約 40 人が出
席し、交通事故防止の決意を新たにしました。副本部長の米
丸議長が「今後も事故防止にご協力をお願いします。」とあい
さつ。
　式典終了後、町内全体に交通安全を
呼びかけるパレードを行い、道の駅で
交通安全啓発用チラシとグッズを配
布しました。

継続的な事故防止活動
春の交通安全祈願祭を開催

▼真剣な面持ちで役場庁舎内で行われた祈願祭に臨む参加者

　３月 21 日、福岡県立大学で田川民俗芸
能祭＆田川まるごと博物館開館 1 周年記念
フォーラムが開催されました。伝承文化を守
り「次世代へつなごう」とする意気込みと地域
の人たちの熱意に支えられた、田川市郡の民
俗芸能 10 団体が伝統芸能を披露。田川民俗
芸能祭では大任町から「おおとう音頭」が出演
し、華麗な踊りを披露しました。しじみの大
ちゃん・花ちゃんも出演し、ステージを盛り
上げました。
　午後の記念フォーラムでは、基調講演、依
布サラサさんによるトークセッションもあり、
1 日楽しめるイベントで盛り上がりました。

田川に息づく伝承の舞
田川民俗芸能祭

▲大任町からは「おおとう音頭」、しじみの大ちゃん・花ちゃんが出演しました

▲多くの人の命を救う献血に協力する様子

　４月２日、大任町役場職員の中からボラン
ティアを募り、終業後約１時間をかけて、大
任中央公園やレインボーホール、中央線の清
掃を行いました。
　ちらかっている枯れ葉や雑草などを集め、
45 リットルの袋 32 個分も集まりました。今
回の清掃活動は、マラソン大会前に会場周辺
を清掃することを目的としたもので、清掃活
動をした職員は「遠くから来た人にまた来て
もらうためにも今後のボランティア活動に積
極的に参加します。」と話していました。

気持ちよく走ってほしい
役場職員がボランティア活動を実施

▲組合ボランティアで定期的に清掃活動を行っている役場職員
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問い
合わせ

国
民
年
金
だ
よ
り

◉
住
民
課	

年
金
係　

☎
63
・
３
０
０
４

◉
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
９
０
５

教育課（学校教育係・社会教
育係）

レインボーホール・レインボー図書室・
B&G体育館・B&G海洋センター・サ
ボテンハウス ☎63・4832

ふるさと館おおとう ☎41・2055

今任町民会館 ☎63・2506

島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828

事業課・産業経済課・特産品開発課 ☎63・3001

税務課 ☎63・3002

住民課第２（福祉全般・後期高
齢者保険・国民健康保険・国
民年金・同対係）☎63・3004

水道課 ☎63・3293

ホームページ
http://www.town.oto.fukuoka.jp/

大任町役場
☎63・3000

お し ら せ
広 場

くらしに役立つ
情報をお届けします

住民課第１（戸籍・衛生）☎63・3003

☎63・2242

総務企画財政課 ☎63・3000

　障害者相談員を紹介します
　障害者相談員は、障がいのある方やそのご家族を対象
に、日常生活などにおける身近な問題に関して、相談に
応じ、必要な助言を行います。相談内容は秘密厳守です。
　各相談員は次のとおりです。※敬称略
身体障害者相談員　三宅 力　☎ 63・2030（幸神町）
知的障害者相談員　永原 修二　☎ 63・4567（下今任）
※任期：平成 26 年４月１日～平成 28 年３月 31日
問住民課第２　社会福祉係　☎ 63・3004

平
成
26
年
度
出
張
年
金
相
談
の
お
知
ら
せ

　

第
12
回
町
長
杯
い
き
い
き
囲
碁
大
会

を
次
の
よ
う
に
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　
　
5
月
25
日
㈰

■
と
こ
ろ　
　

大
任
町
公
民
館

■
参
加
資
格　

大
任
町
在
住
者（
小・中・

高
生
・
大
人
）

■
参
加
費
用　

千
円

問
西
藤　
嶺　
☎
63
・
４
３
２
１

第
12
回
町
長
杯
い
き
い
き
囲
碁
大
会

　

毎
年
各
専
門
職
が
一
同
に
会
し
、
地

元
住
民
、
企
業
な
ど
を
対
象
と
し
た
共

同
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
と
き　

６
月
７
日
㈯　

10
時
～
16
時

（
受
付
終
了
15
時
30
分
）

■
と
こ
ろ　

イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
２
階

■
相
談
料　

無
料（
１
人
30
分
）

問
福
岡
専
門
職
団
体
連
絡
協
議
会

☎
０
９
２・６
４
１・２
５
０
１

く
ら
し
・
事
業
な
ん
で
も
相
談
会

　
「
自
動
車
税
は
納
期
限
内
に
納
め
ま

し
ょ
う
。」平
成
26
年
度
自
動
車
税
の
納

期
限
は
６
月
２
日
で
す
。
▼
自
動
車
税

は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
で
自
動
車
を
所
有
し

て
い
る
人
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
▼
指
定
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

自
動
車
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
へ

　

後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
で
は
、
被
保

険
者
を
対
象
に
、
生
活

習
慣
病
の
予
防
お
よ
び

早
期
発
見
・
早
期
治
療

を
目
的
と
し
て
健
康
診

査
を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
者　

被
保
険
者（
生
活
習
慣
病
の

治
療
を
受
け
て
い
る
人
は
対
象
外
）

■
受
診
期
間　

４
月
下
旬
か
ら
平
成
27

年
3
月
31
日
ま
で

■
負
担
金　

５
０
０
円

■
受
診
方
法　

健
康
診
査
の
実
施
医
療

機
関
で
個
別
に
予
約

問
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
９
２・６
５
１・３
１
１
１

健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

　

宅
地
・
建
物
の
取
得
、
相
続
・
贈
与

な
ど
の
登
記
に
関
す
る
事
、
税
金
に
関

す
る
事
、
マ
イ
ホ
ー
ム
の
新
築
・
増
改

築
の
計
画
、
高
齢
者
住
宅
に
関
す
る
相

談
な
ど
、
住
宅
関
連
の
相
談
を
広
く
無

料
で
お
受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

５
月
20
日
㈫　
10
時
～
15
時

■
と
こ
ろ　

田
川
市
役
所

■
相
談
員　

司
法
書
士
・
税
理
士
・
建
築
士

■
相
談
料　

無
料

■
相
談
方
法　

面
談（
予
約
者
優
先
）

問
一
般
財
団
法
人
田
川
市
住
宅
管
理
公
社

☎
44
・
９
８
８
８

住
宅
に
関
す
る
無
料
相
談

　
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

な
ど
の
要
因
に
よ
り
、
適
正

な
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
空

き
家
・
空
き
地
が
急
増
し
、

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
空
き
家
・
空
き
地
の
相
談
を
受
け

る
こ
と
で
皆
さ
ん
に
空
き
家
に
つ
い
て
の

情
報
を
提
供
し
、
問
題
解
決
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
と
き　

５
月
18
日
㈰　
10
時
～
16
時

■
相
談
番
号　

０
９
２・７
２
４・９
５
０
５

問
司
法
書
士　
大
越　
將
正

☎
０
９
２・７
９
１・７
６
８
０

空
き
家
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

　住民の皆さんに納めていただく町税（町県民税、固定資産税、軽自動車税
など）は、まちづくりや住民の皆さんの暮らしを支える大切な財源です。こ
の町税は、定められた納期限までに自主的に納付していただくようになって
います。
　大任町では税負担の公平性を保つため、納期限内に納付されない滞納者に
対して、督促状を送付し納税を促すほか、それでも納税に応じない場合は預
貯金や給与の差し押さえを行っています。また、納期限までに納付されない
場合は、督促手数料や延滞金も発生します。これらの滞納整理には、多額の
費用がかかってしまい、その費用も皆さんの税金から支出されることになりま
す。町税を有効活用するためにも、納期限内の納付にご協力をお願いします。
※平成 26 年度の各町税の納期限は下表のとおりとなっています。
問税務課　☎ 63・3002

　税務課から町税の納期限内納付のお願い

1 期 2 期 3 期 4 期

町県民税 平成26年６月30日 平成26年９月1日 平成26年10月31日 平成27年２月２日

固定資産税 平成26年６月２日 平成26年９月１日 平成26年10月31日 平成26年12月25日

軽自動車税 平成26年６月２日 ー ー ー

町税
納期

◉
予
約
無
し
で
書
類
を
預
か
り
ま
す

　

相
談
会
場
で
は
、
予
約
無
し
で
書
類

を
預
か
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
提
出
は

受
付
箱
へ
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
預
か
る
書
類
は
次
の
と
お
り

に
な
り
ま
す
。

▼ 

資
格
取
得
届
な
ど

▼
健
康
保
険
協
会
関
係
届
書

◉
次
の
相
談
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん

　

次
の
相
談
内
容
は
、
直
方
年
金
事
務

所
で
の
相
談
に
な
り
ま
す
。

▼ 

障
害
年
金
の
請
求

▼ 

脱
退
手
当
金
の
相
談

▼ 

年
金
記
録
の
申
立

▼ 

保
険
料
の
相
談

※
納
付
に
つ
い
て
は
金
融
機
関
で
の
納
付

と
な
り
ま
す
。

◉
年
金
相
談
は
予
約
制
で
相
談
の
受
付
を

行
い
ま
す

　

年
金
相
談
は
事
前
に
予
約
し
て
か
ら

の
相
談
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
次
の
内

容
が
相
談
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼ 

各
種
年
金（
障
害
年
金
を
除
く
）の
請
求

▼ 

年
金
の
見
込
み
額（
50
歳
以
上
の
人
が

対
象
）

▼ 

失
権
手
続
き（
未
支
給
年
金
の
請
求
な
ど
）

▼ 

年
金
加
入
期
間
の
確
認（
特
別
便
・
定

期
便
な
ど
）

▼ 

年
金
制
度
全
般（
諸
通
知
の
内
容
確
認

ま
た
は
住
所
等
の
変
更
な
ど
）

※
年
金
相
談
に
つ
い
て
は
、
お
客
様
相
談

室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
お
客
様
相
談
室

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
８
９
１

ところ 田川青少年
文化ホール

川崎町総合
福祉センター

開催日 第１・３木曜日
開催

第４木曜日
開催

４月 ３日・17日 24日

５月 １日・15日 22日

６月 ５日・19日 26日

７月 ３日・17日 24日

８月 ７日・21日 28日

９月 ４日・18日 25日

出張年金相談日一覧
時間　10時～12時　13時～16時

　

▼
平
成
26
年
度
お
よ
び
平
成
27
年
度

の
保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し
た
。
▼
均

等
割
額
５
万
６
千
５
８
４
円
▼
所
得
割

学
11
．
47
％
▼
賦
課
限
度
額
57
万
円
▼
保

険
料
額
の
算
出
方
法
▼
個
人
ご
と
の
保

険
料
は
、
加
入
者
全
員
が
同
じ
金
額
を

負
担
す
る「
均
等
割
額
」と
、
個
人
ご
と

の
総
所
得
金
額
な
ど
に
応
じ
て
負
担
す

る「
所
得
割
額
」と
の
合
計
に
な
り
ま
す
。

▼
保
険
料
軽
減
措
置
▼
世
帯
の
所
得
額
な

ど
に
応
じ
て
、
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。
▼
所
得
の
低
い
人
に
つ
い
て
は
所

得
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
▼
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
前
日
ま
で

社
会
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
▼

保
険
料
額
の
詳
細
に
つ
い
て
は
７
月
に

送
付
予
定
の「
平
成
26
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課
第
２　
国
保
・
年
金
係

☎
63
・
３
０
０
４

後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

も
納
税
で
き
ま
す
。
ま
た
ク
レ
ジ
ッ
ト

に
よ
る
納
税
も
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
5
月
初
旬
に
お
送
り
す

る
納
税
通
知
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
飯
塚
・
直
方
県
税
事
務
所

☎
０
９
４
８
・
21
・
４
９
２
２

　

賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
職
場
の
パ
ワ

ハ
ラ
と
い
っ
た
働
く
上
で
の
悩
み
や
問

題
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
ま
ず
は

ご
相
談
を
！

■
内
容　

個
別
相
談
ブ
ー
ス
で
の
相
談

担
当
者
に
よ
る
面
談

■
と
き　

5
月
25
日
㈰　

10
時
～
18
時

■
と
こ
ろ　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
直
方
１
階

問
福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援
事
務
所

☎
０
９
４
８
・
22
・
１
１
４
９

日
曜
街
か
ど
労
働
相
談
会

　

田
川
地
区
消
防
本
部
で
は
次
の
と
お

り
防
火
管
理
講
習
を
行
い
ま
す
。

■
講
習
日　

６
月
25
日
㈬　
26
日
㈭

■
種
類　

甲
種
防
火
管
理
者

■
講
習
会
場　

田
川
地
区
消
防
本
部

■
申
込
期
間　

５
月
12
日
㈪
～
６
月
18

日
㈬

■
申
込
方
法　
「
甲
種
防
火
管
理
新
規
講

習
受
講
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

防
火
管
理
新
規
講
習
の
お
知
ら
せ

ま
す
）

■
定
員　

80
人

■
受
付
場
所　

田
川
地
区
消
防
本
部

■
料
金　

テ
キ
ス
ト
代
５
千
５
０
０
円

交
付
手
数
料
２
０
０
円

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
田
川
地
区
消
防
本
部　
予
防
課

☎
44
・
６
２
５
６
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表れます。初期には、膝が腫れて水（関
節液）がたまることがあります。これ
は炎症が起こっているためです。過剰
にたまっている場合は炎症の悪循環を
断ち切るために注射器で水を抜き、薬
剤を注入することがあります。「水を
抜くとクセになる？」と心配する患者
さんもいますがそのようなことはあり
ません。抜いてもまたたまるのは、炎
症が治まっていないからです。抜いた
からたまるのではありません。

治療は？
　膝関節症の治療
方法には、大きく分
けて保存療法と手
術療法の２つの方
法があります。病院
では、保存療法（温熱療法、電気療法、
レーザーなど）が用いられるようです。
家庭でも、お風呂で温めると効果があ
ります。また関節軟骨の摩擦が激しく、
変形が進行している場合や、痛みが非
常に強くて運動療法を行うのが難しい

まちの介護福祉講座

コミュニティー
力について

　

最
近
の
日
本
で
は
少
子
高
齢
化
が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
か
な
り
以
前

か
ら
言
わ
れ
て
い
る
の
が
核
家
族
化
で

す
。
そ
し
て
そ
れ
が
増
え
た
結
果
と
し

て
独
居
の
高
齢
者
を
多
く
作
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
昔
は
三
世
代
四
世
代

で
暮
ら
し
て
い
る
の
が

普
通
で
高
齢
者
が
独
り

き
り
に
な
る
こ
と
は
ま

れ
だ
っ
た
の
で
す
が
、

現
代
で
は
三
世
代
四
世
代
の
世
帯
の
ほ

う
が
少
数
派
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
で
も
子
ど
も
た
ち
は
親
を
独
り
き

り
に
し
て
お
く
の
は
心
配
で
、
自
分
達

の
所
に
呼
び
寄
せ
よ
う
と
す
る
の
で
す

が
、
高
齢
者
自
身
は
住
み
慣
れ
た
地
域

や
家
を
離
れ
た
く
な
い
、
ま
た
、
今
更

嫁
な
ど
に
気
を
使
い
た
く
な
い
な
ど
の

理
由
で
な
か
な
か
上
手
く
い
か
な
い
よ

う
で
す
。
た
と
え
子
ど
も
の
所
に
身
を

寄
せ
た
と
し
て
も
、
慣
れ
な
い
環
境
や

地
域
で
、
ま
し
て
や
友
人
知
人
も
い
な

い
所
で
、
や
が
て
閉
じ
こ
も
り
に
な
っ

て
し
ま
い
認
知
症
が
一
気
に
進
ん
で
一
年

も
し
な
い
う
ち
に
施
設
へ
入
所
さ
れ
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

独
居
と
な
っ
て
も
あ
る
程
度
身
の
回

り
の
こ
と
が
で
き
る
う
ち
は
、
慣
れ
親

し
ん
だ
家
や
地
域
で
暮
ら
す
ほ
う
が
良

い
ケ
ー
ス
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

い
ず
れ
は
心
身
の
衰
え
な
ど
に
よ
り
独

り
暮
ら
し
も
難
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
介
護
保
険
や
行
政
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
く
の
が
普
通
な
の
で
す

が
、人
に
迷
惑
を
掛
け
た
く
な
い
、ま
た
、

借
り
を
作
り
た
く
な
い
な
ど
の
理
由
で
、

自
ら
外
部
へ
助
け
を
求
め
よ
う
と
し
な

い
人
も
少
な
か
ら
ず
お
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
や
が
て
は
孤
立
し
、
最
悪
の

場
合
孤
独
死
な
ど
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
う
さ
せ
な
い
た
め
に
必
要
な
の
が
そ

の
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
力
で
す
。
具

体
的
に
は「
昼
に
な
っ
て
も
郵
便
受
け
に

新
聞
が
さ
さ
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

お
か
し
い
な
？
」
と
周
り
の
住
民
が
気

付
け
る
隣
近
所
力
と
で
も
言
う
べ
き
で

し
ょ
う
か
。
大
任
町
で
も
公
営
住
宅
の

建
て
替
え
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
見

通
し
の
良
い
低
層
階
の
建
物
に
し
た
の

は
正
解
だ
と
思
い
ま
す
。
同
じ
田
川
地

区
で
も
、
長
屋
続
き
の
平
屋
か
ら
３
～

６
階
建
て
に
し
た
所
で
は
、
隣
近
所
が

上
下
に
分
断
さ
れ
て
、
一
気
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
崩
壊
し
た
と
い
う
話
を
聞
き

ま
す
し
、
都
会
の
マ
ン
シ
ョ
ン
暮
ら
し
な

ど
は
も
っ
と
深
刻
で
す
。

変
へ ん

形
け い

性膝関節症とは、膝関節
のクッションである軟骨

のすり減りや筋力の低下が要因となっ
て、膝の関節に炎症が起きたり、関節
が変形したりして痛みが生じる病気で
す。中高年の特に女性の患者さんが多
いのが特徴です。今回は、そんな変形
性膝関節症についてです。

原因は？
　変形性膝関節症は、中高年に多い病
気ですが原因は加齢だけではありませ
ん。膝を支える筋力の低下、体重、職
業やスポーツ歴、生活習慣、外傷歴な
どが深くかかわっています。大腿骨と
頸骨の先端を覆っている厚さ４～５㎜
の関節軟骨がすり減ってくることが原
因です。

症状は？
　膝の構造に不具合
が生じ痛みや膝を動
かせる範囲が少なく
なるといった症状が

痛みを感じない程度に体を動かしましょう。
いきいき
国保
Vol.	84

膝
ひざ

関節症の原因は加齢だけではありません

という場合は手術療法（手術という選
択肢）もありますが、どのタイミング
で行うかは、膝関節の変形の程度、年
齢、活動性などにより医師と相談しな
がら行うとよいでしょう。ただ、手術
を行ったからといって治療が完了する
わけではありません。手術後も医師の
観察と指導のもとで治療の基本である
運動療法を続けて行うことに変わりは
ありません。「痛い」からといって安静
にしていると軟骨がだんだん弱ってき
ます。さらに、動かないことによって
骨や筋肉、靱帯などが委縮してきます。
膝の痛みをとるため
には、できるだけ体
を動かすことが必
要ですが、早く治そ
うとして痛くなるほ
どやるのは、何もし
ないのと同じくらい
よくないことです。痛みを感じない程
度に行うことが肝心です。

問住民課第２ 国保係　☎63･3004

　
お
お
と
う
史
学
も
、
平
成
17
年
12
月

号
か
ら
８
年
６
か
月
に
わ
た
り
、
町
内

の
文
化
財
や
ふ
る
さ
と
館
に
収
蔵
さ
れ

て
い
る
資
料
に
ま
つ
わ
る
お
話
を
紹
介
し

て
き
ま
し
た
。
今
月
号
は
、
今
ま
で
の
ま

と
め
を
か
ね
て
、
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

町
の
歴
史
は
古
く
、
今
か
ら
４
千
年

前
の
縄
文
時
代
後
期
ご
ろ
か
ら
人
々
の

痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
来
、
現

在
に
い
た
る
ま
で
、
我
々
の
祖
先
の
営
み

の
痕
跡
と
し
て
、
多
く
の
歴
史
や
文
化

財
、
自
然
な
ど
が
残
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
建け

ん

徳と
く

寺じ

古
墳
、

明み
ょ
う

神じ
ん

山や
ま

城じ
ょ
う

跡あ
と
、
田で
ん

香こ
う

焼や
き

窯か
ま

跡あ
と
、
大だ
い

行ぎ
ょ
う
事じ

井い

堰せ
き
、
菅
原
神
社
の
イ
チ
イ
ガ
シ

な
ど
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
多
く
は

地
域
の
人
々
も
よ
く
知
っ
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
し
た
が
、
中
に
は
お
近
く
の
方
以

外
は
あ
ま
り
知
ら
な
い
よ
う
な
も
の
（
菅か

ん

公こ
う

腰こ
し

掛か
け

石い
し
、
八は
ち

郎ろ
う

墓ば
か
、
香か

春わ
ら

藩は
ん

鉄て
っ

砲ぽ
う

役や
く

所し
ょ
）
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の

歴
史
や
そ
の
文
化
財
を
再
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
声
も
い
た
だ
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
何
気
な
く
見

て
い
る
も
の
、
例
え
ば
、
道
端
に
あ
る
お

地
蔵
さ
ん
や
狛こ

ま

犬い
ぬ
、
疣い
ぼ

神が
み

様さ
ま
な
ど
の
石

造
物
に
も
紹
介
す
る
に
あ
た
っ
て
、
い
ろ

い
ろ
と
調
べ
て
み
る
と
い
わ
れ
が
あ
っ
た

り
、
意
外
な
事
実
が
分
か
る
な
ど
紹
介

し
て
い
る
側
と
し
て
も
、
新
し
い
発
見
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
町
外
の
方
が
訪

ね
て
こ
ら
れ
て
、
こ
ち
ら
が
教
え
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

文
化
財
の
中
に
は
長
い
年
月
で
失
わ

れ
て
き
た
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
現

町
の
歴
史
に
つ
い
て

第 102 話

No.21

●種　属　ハシラサボテン亜科フェロカクタス属
●原産地　メキシコ
●特　徴　�刺が鋭い強刺類の一種で、直径５センチ

ほどの黄色でオレンジがかった花が咲く。
問サボテンハウス　☎ 63 ・4832

緋ひ

翔
し
ょ
う

丸ま
る

在
残
っ
て
い
る
も
の
は
、
先
人
た
ち
の
努

力
で
残
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら

の
文
化
財
は
、
町
の
歴
史
を
知
る
う
え

で
重
要
な
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
保
存

し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
歴
史

や
文
化
財
に
ま
つ
わ
る
お
話
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
取
り
上
げ
て
ほ
し
い

こ
と
が
あ
れ
ば
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

問
ふ
る
さ
と
館
お
お
と
う

☎
41
・
２
０
５
５

▶
菅
原
神
社
の
イ
チ
イ
ガ
シ

▶
狛
犬（
上
今
任
）

▶
大
行
事
井
堰

●作品名　「盛花」
（大任町文化連盟生花教室から選出）
●作者　奥田 茂子 さん

●コメント
「花が大好きで家にいつも花がある家に
したくて習っています。皆さんとお話し
ながら楽しくやっています。」

▶
馬
頭
観
音（
福
田
）
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図書室だより
問 OTOレインボーホール
☎ 63・4832

◉開室時間　９時～ 17 時
※休室日を変更する	場合があります。

◉ 貸 し 出 し　 図 書 /10 冊
※CD と DVD（ビデオ）は１点ずつ

５月の休室日

の日が休室日です。

−新作案内−

日 月 火 水 木 金 土

27 28 29 30 １ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

物々交換会開催
　初夏の風吹くころ、お天気の良い日は散歩
に出掛けたくなりますね。今月は子育て支援
センターすまいるで「物々交換会」をしたいと
思います。
　お家で眠っている小さくなった洋服や使わ
なくなったおもちゃ、チャイルドシートやベ
ビーカーなどなどありませんか？みんなで持
ち寄って物々交換しましょう。

■とき　５月18日日　13時30分～ 15時30分
■ところ　レインボーホール（多目的ルーム）
■対象者　未就学のお子さんと保護者
■締め切り　５月16日金
■申し込み先　子育て支援センター　すまいる
※残った品物に関しましては、お持ち帰りをお
願いします。
問子育て支援センター担当：久

ひさ
場
ば

☎63・4828

▼草刈りが自分の仕事ですと話す川杉さん

動くから健康なんです
　今回のクローズアップは富士見ヶ丘で晴れた日に草
刈りを毎日行っている川杉文夫さんです。
　川杉さんは今年で86歳になるんですがとても元気が
よくいろいろ話をしてくださいました。
草刈りを始めたきっかけを尋ねると、「怪我をして入院
をしていて平成19年に退院して帰ってきたときに二人
だけで草刈りをしている人を見かけ、他に手伝う人も
いないし自分が若い時に土木の仕事をしていたし、二
人だけじゃ大変だろうと思って手伝うことにしました。
初めは平地の草刈りをやっ
ていたんですが、今は山登
り用の靴を買って斜面の草
も刈っています毎日11時く
らいから 15 時までお弁当
を持参して草刈りをしてい
ます。20年前から病院にか
かっていたんですが、この
草刈りをしだして体の調子
がよくなりました。今のところどっこも悪くないです。
年に３回血液の検査をしているけど悪いとこがどこも
ないので病院の先生がビックリしていました。若い時
は山登りが趣味で、毎月熊本県の阿蘇山まで登山をし
てました。今はひざも悪くなってもう登山はできない
けど、リハビリを兼ねて草刈りを頑張っています。」
　夏の暑い日でも晴れた日には必ず周辺の草刈りをし
ているそうです。今回も取材をして元気をいっぱいも
らって帰りました。

川
か わ

 杉
す ぎ

　文
ふ み

 夫
お

　さん （富士見ヶ丘）

クローズ・アップ

− A work as a volunteer − vol .94

　６月に誕生日を迎える３
歳までのお子さんの写真
を募集します。次回の締
め切りは５月16日金です。
※事前にご連絡があれば役
場でも撮影を行えます。
問総務企画財政課 広報係
☎63･3000

６月生まれ

　４月７日に始業式を行い、10日の入学式で43人の新１
年生を迎えて、児童214人、教職員22人で平成26年度
のスタートを切りました。
　本年度の学校教育目標を「未来を拓く、確かな実践力を
持つ、自立した児童の育成」としました。そして、１年の
始まりにあたって職員全員で確認した「本校がめざす子ど
も」は、

（す）進んで学び　よく考える子ども
（こ）根気強く　最後までやり抜く子ども
（や）優しく思いやりを持ち　助け合う子ども
（か）体を鍛え　健康でたくましい子ども
（な）仲良く　明るい子どもです。
　このような「大任っ子」に育てていくため、教職員一人
一人が持てる力を発揮し、チームワークを大切にしながら、
一丸となって教育活動を進めたいと考えています。
　また、「子どもは、家庭で育つ、学校で育つ、地域で育
つ。」と言われるように、子どもたちの健やかな成長のため
には、保護者や地域の皆さんのあたたかい支えや厳しいご
指導（しつけ）、そして、学校・家庭・地域が連携し、協力
し合うことが大切です。
　「チーム大任」を合言葉に、学校内だけではなく、保護
者や地域の皆さんと子どもたちのために手をつなぎ合える
大任小学校をめざして、常に前進する一年にしたいと思い
ます。
問教育委員会 教育課 学校教育係　☎63･2242

「新年度がスタート！今年も前進」

教 育 信通 大 校学任 小

５月生まれ

※そのほか、多数入庫しています

一般書 児童書

児童書
●ガマ王子 vs ザリガニ魔人　　　　　　　後藤 ひろひと  文
●学校勝ちぬき戦 実験対決 14 地質の対決　　ゴムドリ co  著
●わたし小学生まじょ　　　　　　　　　　　　中島和子  著
●ぐーぐー ぺこぺこ　　　　　　　　　　　　　中村 陽子  著
●おはなみ　　　　　　　　　　　　　くすのき しげのり  著
●としょかんのよる　　　　　　　　　　ローレンツ パウリ  著
●ぼくのトイレ 　　　　　　　　　　　　　鈴木 のりたけ  著
●ぼくのおふろ 　　　　　　　　　　　　　鈴木 のりたけ  著
●おつかいくん 　　　　　　　　　　　　　鈴木 のりたけ  著
●モラッチャホンがきた ! 　　　　　　　　ヘレン ドカティ  著
●ほら、ぼくペンギンだよ  　　　　バレリー ゴルバチョフ  著

一般書
●猫なんかよんでもこない。 　　　　　　　　　　　　杉作  著
●穴 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小山田 浩子  著
●ルーズヴェルト・ゲーム　　　　　　　　　　　池井戸 潤  著
●わたしはマララ　　　 　　　　　　　マララ・ユスフザイ  著
●どぜう屋助七　　　　　　　　　　　　　　　河治 和香  著
●まほろ駅前狂騒曲 　　　　　　　　　　　　三浦 しをん  著
●昨夜のカレー、明日のパン 　　　　　　　　　　木皿 泉  著
●かめくんのこと 　　　　　　　　　　　　　　北野 勇作  著
●面倒だから、しよう 　　　　　　　　　　　　渡辺 和子  著
●「黄金のバンタム」を破った男　　　　　　　　百田 尚樹  著
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■　防犯・交通の問い合わせ

田川警察署　☎４２・０１１０
大任交番　　☎６３・２１１０

●発生件数    7 件（ 28 件）
●死亡者数    0 人（  0 人）
●負傷者数    4 人（ 13 人）

（　）内は平成 26 年の累計

交通事故発生状況（3 月中）

交 通防 犯

田川警察署からのお知らせ

急ぐほど 正しく
はっきり110番

　大任町で車上ねらいが発生していま
す。車の中に物を置かない、離れる時
は少しの時間でも鍵をかけるなど防犯
対策をしましょう。

町内犯罪発生状況（３月中）

種 類 件 数

自動車盗 ０件

オートバイ盗 ０件

性犯罪 1 件

車上ねらい １件

空き巣・忍び込みなど 1 件

 ５月行事予定表 �皐月
日 月 火 水 木 金 土

場 所 28 29 昭和の日 30 １ メーデー ２ 八十八夜 ３ 憲法記念日
【集会室】
…役場住民集会室

【視聴覚】
…役場視聴覚室

【多目的】
…役場多目的ホール

【公民館】
…大任町公民館

４ みどりの日 ５ こどもの日 ６ 振替休日 ７ ８ ９ 10 愛鳥週間

心配ごと相談
( 人 権・行 政 相談 有り)

【視聴覚 10時〜12時】

大任町戦没者
慰霊祭

【大任町公民館 
　　　　10時〜12時】

11 母の日 12 看護の日 13 14 15 16 17
花植え
ボランティア

【レインボーホール ９時〜】
※小雨決行
雨天時17日に延期

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
 13時〜 15時】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

障害者
心の健康相談

【視聴覚 10時〜12時】

18 穀雨 19 20 21 小満 22 国際生物多様の日 23 24
大任中学校
体育会

【大任中 ９時〜】

食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

布の絵本制作
ボランティア講座

【レインボー資料室
 13時〜 15時】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

乳児健診
(4・７・12ヵ月児
　対象者個別通知)

【集会室 13時30分
〜 14時30分】

25 飲酒運転撲滅の日 26 27 28 29 30 世界禁煙デー 31
食進会
(ふれあい弁当作り)

【集会室 ９時〜】

心配ごと相談
( 女性民生委員が対応 )

【視聴覚 10時〜12時】

３歳児健診
【多目的 13時30分

〜 14時30分】

◆田川市（http://www.joho.tagawa.fukuoka.jp/）

●作兵衛が働いた炭鉱【石炭・歴史博物館】

　５月25日日　９時30分～17時30分（入館17時まで）
　観覧料：一般210円、高校生100円、中学生50円
　内容 ：今回の企画展は「作兵衛が働いた炭鉱」をテー

マに、炭鉱記録原画約30点や炭鉱関連資料を展
示し、山本作兵衛翁の歩んだ軌跡について探求し
ます。

●風治八幡宮川渡り神幸祭【彦山川周辺】

　５月17日土　15時30分～
　５月18日日　14時～
　内容 ：450年あまりの歴史を誇る福岡県の五大祭りの

一つに数えられるお祭り。色とりどりの巨大なバ
レンを立てた山笠11台が彦山川を渡ります。

●春日神社神幸祭【JR田川後藤寺駅周辺】

　５月24日土・25日日

　  問田川市商工観光課　☎44・2000
◆添田町（http://www.town.soeda.fukuoka.jp/）
●第49回英彦山山開き【英彦山周辺】
　５月24日土　19時～　前夜祭（英彦山野営場）
　５月25日日　11時～　山頂祭（英彦山上宮）
内容 ：新緑の英彦山は、景色も空気も最高です。当日

は山頂で、記念手ぬぐいを配布します。家族や友
人と大自然を満喫しませんか。

　問添田町地域産業推進課　観光係　☎82・1236
◆赤村（http://www.akamura.net/）
●２６（ふろ）の日【源じいの森温泉】
　５月26日月　10時～ 22時（受付21時まで）
　問源じいの森温泉　☎62・2851
●赤村トロッコ柚須原線【平成筑豊鉄道赤駅前】
　５月11日日
　料金 ：大人300円、小学生以下150円、幼児無料
　問赤村役場 政策推進室　☎62・3000

◆
今
月
の
表
紙

●問い合わせ先
田川市　☎ 44・2000
添田町　☎ 82・1231
川崎町　☎ 72・3000
赤　村　☎ 62・3000
香春町　☎ 32・2511
糸田町　☎ 26・1231
福智町　☎ 22・0555

（平成 26 年３月末現在）

田川市郡のイベント情報

65 歳未満 65 歳以上 計
男 1,918 人（－ 14） 	 623 人（－８） 2,541 人（－ 22）
女 1,925 人（－ 19） 1,009 人（±０） 2,934 人（－ 19）
計 3,843 人（－ 33） 1,632 人（－８） 5,475 人（－ 41）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,502 世帯（－ 21）

★
ド
タ
バ
タ
編
集
室

▼
先
日
、
ア
ビ
ス
パ
の
試
合
観
戦
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
最
後
の
最
後
で

ゴ
ー
ル
を
決
め
と
て
も
興
奮
し
ま
し

た
。
単
純
な
わ
た
し
は
ま
た
機
会
が
あ

れ
ば
観
戦
に
行
き
た
い
な
と
思
い
ま
し

た
。【
奈
央
】

　
今
月
号
の
表
紙
は
道
の
駅
の
駐
車
場

に
咲
い
て
い
た
八
重
桜
で
す
。
花
言

葉
は「
豊
か
な
教
養
」「
善
良
な
教
育
」

「
し
と
や
か
」だ
そ
う
で
す
。
道
の
駅

に
来
た
際
に
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（　）内は前学校や異動内容です。
※敬称略

教職員人事異動のお知らせ

◉着任者
▶大任小学校
城石 俊弘 校長 （今任小学校）
松内 暢子 教諭 （津野小学校）
長原 光平 教諭 （新任）
▶今任小学校
杉原 哲彌 校長 （大任小学校）
西畑 真信 教諭 （昇任）
岩倉 麻子 教諭 （新任）
▶大任中学校
佐々木 佳子 教諭 （添田中学校）
松本 孝人 教諭 （金田中学校）
朝比奈 真弓 教諭 （碓井小学校）
後藤 健太 教諭 （新任）
松尾 輝将 教諭 （新任）
瓜生 宗慶 教諭 （添田小学校）

◉退任者
渡邊 和美 教諭
森 孝太郎 教諭 （県行政）
黒田 優子 教諭 （県立学校）
◉離任者
▶大任小学校
杉原 哲彌 校長 （今任小学校へ）
中野 寿 教諭 （伊方小学校へ）
桑野 由佳 教諭 （中津原小学校へ）
▶今任小学校
城石 俊弘 校長 （大任小学校へ）
山中 美香 教諭 （中津原小学校へ）
▶大任中学校
高木 俊英 教諭 （添田中学校へ）
白石 千景 教諭 （川崎中学校へ）
熊谷 紀彦 教諭 （添田小学校へ）

問教育委員会　☎ 63・2242

「子ども読書週間」開催
３日土～５日月

▶レインボーホール図書室　
　　　　　　　　10時〜 12時
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おおとう
　　議会報告

2014

３
笑顔のたえない町をめざして

平成 26 年３月定例会が３月 10 日から 12 日までの３日間の日程で開会されましたの
で、その審議内容と結果をご報告いたします。

記
  ３月 10 日　議会本会議（出席者９名、欠席者１名）
　　　　　　 （議会の会期の決定、議案の上程、提案理由の説明、採決等）
　　　10 日　総務常任委員会（大任町職員定数条例の一部を改正する条例等の審査）
　　　11 日　地域振興常任委員会（大任町温浴・物産等施設の設置及び管理に関する条
　　　　　　　  例の一部を改正する条例等の審査）
　　　12 日　議会本会議（出席者 8 名、欠席者 2 名）
　　　　　　 （各常任委員会委員長報告の内容審議と採決）

議 会 本 会 議
10 日開会（審議経過）

日
程
第
１

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　

今
期
定
例
会
の
会
議
録
署
名
議

員
に
は
８
番
議
員　

毛
利
英
文
君
、

９
番
議
員　

﨑
野
英
樹
君
を
指
名
。

日
程
第
２

会
期
の
決
定

(

全
員
異
議
な
し
で
、
３
月
10
日
か

ら
３
月
12
日
ま
で
の
３
日
間
と
す
る

こ
と
に
決
定)

日
程
第
３

諸
般
の
報
告

●
議
長
報
告（
議
長　

米
丸
年
一
）

１
、
請
願
・
陳
情

　

請
願
書
並
び
に
陳
情
書
に
つ
い
て

は
、
今
回
あ
り
ま
せ
ん
。
意
見
書
に

つ
い
て
は
１
件
あ
り
ま
す
が
、
議
会

運
営
委
員
会
の
意
向
の
と
お
り
各
議

員
に
配
布
す
る
こ
と
に
と
ど
め
ま
し

た
。

２
、
系
統
議
長
会
関
係

○
１
月
17
日「
福
岡
県
介
護
保
険
広

域
連
合
田
川
・
桂
川
支
部
運
営
委
員

会
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
平
成
26
年
福
岡
県

介
護
保
険
広
域
連
合
議
会
第
１
回
定

例
会
の
議
案
の
説
明
及
び
介
護
保
険

事
業
に
つ
い
て
の
報
告
で
あ
り
ま
し

た
。

○
１
月
18
日「
町
村
議
会
議
長
会

議
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
平
成
25
年
度
に
お

け
る
田
川
郡
議
長
・
事
務
局
長
研
修

会
等
に
つ
い
て
の
打
合
せ
会
議
で
あ

り
ま
し
た
。

○
１
月
28
日「
福
岡
県
介
護
保
険
広

域
連
合
議
会
定
例
会
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
条
例
等
の
制
定
、

広
域
計
画
の
改
定
、
平
成
25
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
、
特
別
会
計
補
正
予

算
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
予
算
等
、
合
わ
せ
て
６
議
案
に
つ

い
て
審
議
し
、
承
認
し
ま
し
た
。

○
２
月
21
日
・
22
日「
田
川
郡
町
村

議
会
議
長
会
行
政
視
察
研
修
」
出

席
。

　

研
修
先
は
、
九
州
電
力
玄
海
原
子

力
発
電
所
及
び
雲
仙
岳
災
害
関
連
施

設
の
研
修
で
、
今
後
の
原
子
力
行
政

の
課
題
並
び
に
自
然
災
害
へ
の
適
切

な
対
応
等
の
研
修
で
あ
り
ま
し
た
。

○
２
月
24
日「
福
岡
県
町
村
議
会
議

長
会
総
会
」出
席
。

　

そ
の
内
容
は
、
平
成
25
年
度
会
務

報
告
、
平
成
24
年
度
歳
入
歳
出
決
算

の
承
認
。
平
成
26
年
度
事
業
計
画
及

び
歳
入
歳
出
予
算
等
、
５
議
案
を
審

議
し
、
承
認
し
ま
し
た
。

　

以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

●
議
会
運
営
委
員
長
報
告

　
　
　
　
（
委
員
長　

毛
利
英
文
）

○
３
月
定
例
に
向
け
て
の
議
会
運
営

委
員
会
の
報
告
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
内
容
は
、
今
定
例
会
の
会
期
に
つ

い
て
は
、
議
長
の
提
案
の
と
お
り
３

月
10
日
か
ら
12
日
ま
で
の
３
日
間
と

す
る
こ
と
で
決
定
致
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
今
回
提
出
議
案
は
、
議
案

第
１
号「
大
任
町
職
員
定
数
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」

か
ら
、
議
案
第
11
号「
平
成
26
年
度

大
任
町
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い

て
」ま
で
の
11
議
案
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
各
常
任
委
員
会
へ
付
託
す
る
こ

と
に
決
定
致
し
ま
し
た
。

　

同
意
第
１
号
及
び
同
意
第
２
号

「
大
任
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
」は
、
10
日
の
本

会
議
で
採
決
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

　

以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

●
田
川
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
下　

太
）

○
平
成
25
年
12
月
20
日
に
開
会
さ

れ
ま
し
た
、
平
成
25
年
第
５
回
福
岡

県
田
川
地
区
消
防
組
合
議
会
定
例
会

に
つ
い
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、認
定
第
１
号「
平

成
24
年
度
福
岡
県
田
川
地
区
消
防
組

合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
」は
、
原
案
の
と
お
り
認

定
致
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
12
号「
福
岡
県
田

川
地
区
消
防
組
合
火
災
予
防
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
」

は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し

た
。

　

以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。 本会議初日
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総務常任委員会
10 日開会（審査経過）

審
査
内
容

・
議
案
第
１
号　

大
任
町
職
員
定
数

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

内
容
は
、
大
任
町
行
政
改
革
大
綱

に
基
づ
き
、
定
数
管
理
の
適
正
化
を

図
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
な
し
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
３
号　

大
任
町
社
会
教
育

委
員
の
定
数
及
び
任
期
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　

内
容
は
、
社
会
教
育
法
の
改
正
に

よ
り
、
社
会
教
育
委
員
の
委
嘱
の
基

準
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
本

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

（
質
疑
な
し
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
４
号　

平
成
25
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

７
千
５
百
12
万
２
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
と
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
予
算
の
総
額

を
55
億
２
千
７
百
82
万
３
千
円
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
な
し
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
８
号　

平
成
26
年
度
大
任

●
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

議
会
議
員　
　
　
　
　
（
田
中
良
幸
）

○
平
成
25
年
12
月
16
日
に
開
会
さ

れ
ま
し
た
、
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生

施
設
組
合
議
会
第
２
回
定
例
会
に
つ

い
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、
議
案
第
１
号

「
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て
」、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

５
百
54
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
６
億
４
千
90
万
８
千
円
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容

は
、
財
源
区
分
の
変
更
で
あ
り
、
原

案
の
と
お
り
可
決
致
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
認
定
第
１
号
「
平
成
24
年

度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
」、
上
田
秀
治
監
査
委
員

よ
り
決
算
監
査
報
告
が
あ
り
、
原
案

の
と
お
り
認
定
致
し
ま
し
た
。

　

以
上
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

日
程
第
４
～
日
程
第
16

　

議
案
の
一
括
上
程

　
（
町
長
提
出
議
案
の
説
明
と
質
疑

及
び
各
常
任
委
員
会
付
託
）

質
疑
＆
回
答

（
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。）

（
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る
議

案
等
）

・
議
案
第
１
号　

大
任
町
職
員
定
数

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

・
議
案
第
３
号　

大
任
町
社
会
教
育

委
員
の
定
数
及
び
任
期
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て・
議
案
第
４
号　

平
成
25
年
度
大
任

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
８
号　

平
成
26
年
度
大
任

町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

（
地
域
振
興
常
任
委
員
会
に
付
託
す

る
議
案
等
）

・
議
案
第
２
号　

大
任
町
温
浴
・
物

産
等
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

・
議
案
第
５
号　

平
成
25
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
６
号　

平
成
25
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
７
号　

平
成
25
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て・
議
案
第
９
号　

平
成
26
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
一
般
会
計
予
算
の
総

額
を
、
歳
入
と
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

39
億
９
千
２
百
75
万
１
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
な
し
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
）

　

以
上
で
付
託
さ
れ
た
議
案
審
査
は

全
て
終
了
し
ま
し
た
。

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

※
教
育
課　

大
任
小
学
校
、
今
任
小

学
校
、
大
任
中
学
校
の
入
学
式
の
日

程
報
告
。

※
総
務
企
画
財
政
課　

第
24
回
花
と

し
じ
み
の
里
お
お
と
う
マ
ラ
ソ
ン
日

程
、
２
，
０
１
４
人
の
参
加
申
込
者

の
報
告
。

※
特
産
品
開
発
課　

観
光
農
園
の

ト
マ
ト
出
荷
状
況
、
ス
ッ
ト
ク（
花
）

２
２
，
０
０
０
本
３
月
末
よ
り
出
荷
、

マ
ン
ゴ
ー
５
月
か
ら
道
の
駅
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
予
定
、
ト
ル
コ
キ

キ
ョ
ウ
８
月
か
ら
出
荷
予
定
、
し
じ

み
関
連
施
設
状
況
報
告
。

　

以
上
で
、
総
務
常
任
委
員
会
を
閉

会
し
ま
し
た
。

・
議
案
第
10
号　

平
成
26
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て

・
議
案
第
11
号　

平
成
26
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

（
常
任
委
員
会
に
付
託
せ
ず
即
決
し

た
議
案
）

・
同
意
第
１
号

　

大
任
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
平
成
26
年
３
月
31
日
任

期
満
了
に
伴
い
、
再
任
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

・
同
意
第
２
号

　

大
任
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
平
成
26
年
３
月
31
日
任

期
満
了
に
伴
い
、
再
任
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

（
質
疑
、
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果

全
員
異
議
な
く
同
意
）

　

以
上
で
、
本
日
の
日
程
を
す
べ
て

終
了
し
散
会
し
ま
し
た
。

●
委
員
長

　
　
﨑
野　
英
樹

●
副
委
員
長

　
　
毛
利　
英
文

●
委　
員

　
　
田
中　
良
幸

●
委　
員

　
　
丹
村　
咲
男

●
委　
員

　
　
宮
本　
孝 

一

総務常任委員会

道の駅
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審
査
内
容

・
議
案
第
２
号　

大
任
町
温
浴
・
物

産
等
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

内
容
は
、
社
会
情
勢
の
変
動
に
伴

い
、
大
任
町
温
浴
・
物
産
等
施
設
の

利
用
料
金
を
改
定
す
る
た
め
、
本
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　

質
疑
＆
回
答

○
佐
々
木
委
員　

近
隣
町
村
の
料
金

等
の
調
査
結
果
を
教
え
て
下
さ
い
。

○
特
産
品
開
発
課
係
長　

日
王
の

湯
、
ふ
じ
湯
の
里
は
４
月
以
降
値

上
げ
を
計
画
し
て
お
り
、
源
じ
い
の

森
温
泉
、
し
ゃ
く
な
げ
荘
は
現
在

６
０
０
円
で
値
上
げ
を
し
な
い
よ
う

で
す
。
本
町
の
温
泉
も
４
月
か
ら

１
０
０
円
値
上
げ
し
て
６
０
０
円
に

な
り
ま
す
が
、
今
ま
で
下
駄
箱
代
50

円
を
頂
い
て
い
ま
し
た
が
こ
れ
を
無

料
に
し
、
消
費
税
増
税
分
を
合
わ
せ

て
50
円
し
か
上
が
り
ま
せ
ん
。

（
質
疑
終
了
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
５
号　

平
成
25
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
事
業
勘
定
の

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
５
千
４
百
30
万
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

８
億
５
千
３
百
10
万
４
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
な
し
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
６
号　

平
成
25
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
既
定
の
事
業
勘
定

の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
20
万
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

６
千
６
百
28
万
７
千
円
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
な
し
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
７
号　

平
成
25
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
　

内
容
は
、
収
入
の
水
道
事
業

収
益
７
百
95
万
５
千
円
を
追
加

し
１
億
１
千
８
百
７
万
円
、
営
業

収
益
７
百
95
万
５
千
円
を
追
加
し

１
億
３
百
２
万
円
と
す
る
。
支
出
の

水
道
事
業
費
７
百
95
万
５
千
円
を
追

加
し
１
億
５
百
21
万
円
と
す
る
。
並

び
に
繰
越
明
許
費
６
千
５
百
万
円
の

計
上
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
な
し
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
９
号　

平
成
26
年
度
大
任

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
９
億
１
千
６
百
67
万
３
千
円

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
な
し
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
10
号　

平
成
26
年
度
大
任

町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て

　

内
容
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
６
千
５
百
22
万
８
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
質
疑
な
し
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
）

・
議
案
第
11
号　

平
成
26
年
度
大
任

町
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

　

内
容
は
、
給
水
戸
数

２
千
５
百
１
戸
、
年
間
総
給
水
量

69
万
４
千
２
百
30
立
方
メ
ー
ト

ル
、
１
日
平
均
給
水
量
１
千
９
百
２

立
方
メ
ー
ト
ル
と
し
、
収
益
的

収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
を

１
億
２
千
３
百
36
万
円
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

質
疑
＆
回
答

○
米
丸
議
長　

大
任
町
で
は
高
齢
者

が
多
く
、
空
き
家
等
も
増
え
使
用
料

も
減
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
後

の
水
道
料
金
の
展
望
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

○
水
道
課
長　

人
口
が
減
り
独
居
老

人
世
帯
等
が
多
く
な
れ
ば
料
金
収
入

も
減
っ
て
き
ま
す
。
昨
年
水
道
審
議

会
を
設
置
し
、
４
月
か
ら
水
道
料
金

が
上
が
り
ま
す
が
、
５
年
後
に
そ
の

時
の
状
況
に
あ
っ
た
見
直
し
を
す
る

計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

○
浦
野
副
町
長　

水
道
料
金
を
上
げ

る
と
い
う
安
易
な
考
え
で
は
な
く
、

今
後
の
町
長
の
少
子
化
対
策
、
住
宅

政
策
の
中
で
再
度
検
討
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

○
永
原
町
長　

今
、
住
宅
建
て
替
え

計
画
の
中
で
、
仮
住
居
と
し
て
40
戸

の
住
宅
が
島
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
に
在

り
ま
す
。
建
て
替
え
計
画
が
終
れ
ば

40
戸
が
空
き
、
将
来
的
に
は
そ
の
住

宅
に
少
子
化
対
策
で
町
外
者
で
小
さ

な
子
ど
も
の
居
る
入
居
者
を
募
集
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
任
小

学
校
が
１
ク
ラ
ス
10
人
前
後
で
推
移

し
て
い
ま
す
の
で
、
将
来
的
に
は
大

任
小
学
校
と
の
統
廃
合
と
い
う
問
題

も
あ
り
ま
す
が
、
今
任
小
学
校
区
の

児
童
を
増
や
す
た
め
下
今
任
地
区
に

15
戸
の
住
宅
計
画
が
あ
り
ま
す
。
最

終
的
に
住
宅
建
て
替
え
計
画
が
終
れ

ば
合
計
55
戸
の
住
宅
が
建
つ
と
い
う

事
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
こ
に
町
外

者
で
小
さ
な
子
供
の
居
る
入
居
者
を

募
集
し
、
家
賃
設
定
や
様
々
な
課
題

も
あ
り
ま
す
が
、
少
子
化
対
策
や
住

宅
政
策
を
進
め
、
人
口
を
増
や
す
こ

と
に
よ
り
水
道
料
金
や
税
収
等
も
上

が
っ
て
来
る
と
思
い
ま
す
。

（
質
疑
終
了
、
討
論
な
し
、
採
決
の

結
果
全
員
異
議
な
く
可
決
）

　

以
上
で
付
託
さ
れ
た
議
案
審
査
は

全
て
終
了
し
ま
し
た
。

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

※
内
容
に
つ
い
て
は
、
総
務
常
任
委

員
会
と
同
じ
で
す
の
で
、
19
ペ
ー
ジ

を
ご
参
照
願
い
ま
す
。

質
疑
＆
回
答

○
米
丸
議
長　

新
聞
に
載
っ
て
い
た

犬
の
温
浴
温
泉
施
設
と
ド
ッ
グ
ラ
ン

の
こ
と
を
教
え
て
頂
き
た
い
。

○
浦
野
副
町
長　

今
、
ペ
ッ
ト
の
犬

猫
で
股
関
節
の
悪
い
ペ
ッ
ト
の
多
く

が
動
物
病
院
で
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
ペ
ッ
ト
に
温
泉

を
利
用
し
た
施
設
で
リ
ハ
ビ
リ
や
毛

並
み
の
手
入
れ
、
シ
ャ
ン
プ
ー
等
を

行
う
施
設
で
す
。

○
米
丸
議
長　

ど
の
辺
に
計
画
し
て

い
ま
す
か
。

○
浦
野
副
町
長　

道
の
駅
の
前
の
２

号
源
泉
の
横
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

○
米
丸
議
長　

ド
ッ
グ
ラ
ン
は
ど
の

よ
う
な
施
設
で
す
か
。

○
永
原
町
長　

犬
を
ケ
ー
ジ
の
中
で

大
型
犬
、
中
型
犬
、
小
型
犬
に
分
け

て
芝
生
広
場
で
自
由
に
遊
ば
せ
る
施

設
で
、
雨
天
時
も
利
用
で
き
る
よ
う

に
一
部
屋
根
を
設
置
し
ま
す
。
道
の

駅
お
お
と
う
桜
街
道
は
犬
連
れ
の
観

光
客
が
多
く
、
買
い
物
や
温
泉
を
利

用
す
る
時
に
こ
の
施
設
に
犬
を
預
け

て
頂
く
こ
と
で
、
道
の
駅
の
更
な
る

集
客
を
維
持
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

○
浦
野
副
町
長　

将
来
的
に
は
犬
の

品
評
会
や
フ
リ
ス
ビ
ー
競
技
等
も
行

い
た
い
。

○
佐
々
木
委
員　

基
金
の
推
移
を
教

え
て
下
さ
い
。

○
企
画
財
政
課
長　

平
成
22
年

度
が
18
億
２
千
１
万
円
、
23
年
度

が
21
億
２
千
万
円
、
24
年
度
が

24
億
１
千
９
百
万
円
、
25
年
度
12
月

末
で
27
億
５
千
４
百
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

○
佐
々
木
委
員　

９
月
議
会
で
防
災

マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
と
聞
い
て
い
ま

し
た
が
進
捗
状
況
を
教
え
て
頂
き
た

い
。
ま
だ
作
成
中
な
ら
玄
海
原
発
が

近
く
に
あ
る
の
で
、
放
射
線
の
項
目

を
入
れ
て
頂
き
た
い
。

　

そ
れ
と
も
う
一
点
、
第
４
次
大
任

町
総
合
計
画
の
前
期
基
本
計
画
が
平

成
27
年
度
で
終
わ
り
、
後
期
基
本
計

画
の
見
直
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
計

画
書
の
作
成
時
期
を
教
え
て
頂
き
た

い
。

○
総
務
課
長　

防
災
マ
ッ
プ
は
平
成

25
年
度
中
作
成
と
い
う
事
で
既
に
発

注
し
て
い
ま
す
の
で
、
放
射
線
の
項

目
を
委
託
業
者
と
協
議
し
、
出
来
る

も
の
で
あ
れ
ば
追
加
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
と
総
合
計
画
の
後
期
基

本
計
画
に
つ
い
て
は
町
長
と
協
議
し

進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
永
原
委
員
長　

今
テ
レ
ビ
や
新

聞
等
で
通
り
魔
等
の
事
件
が
全
国
で

起
っ
て
い
ま
す
。
児
童
生
徒
の
登
下

校
に
は
十
分
注
意
を
し
て
あ
げ
て
下

さ
い
。
そ
れ
と
も
う
一
点
、
小
学
校

の
職
員
室
に
は
エ
ア
コ
ン
が
設
置
し

て
い
ま
す
が
児
童
の
教
室
に
は
石
油

ス
ト
ー
ブ
が
１
個
設
置
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
特
に
寒
か
っ
た
の
で
エ

ア
コ
ン
の
設
置
な
ど
考
え
て
も
ら
え

な
い
で
し
ょ
う
か
。

○
山
下
教
育
長　

小
学
校
は
夏
は
扇

風
機
、
冬
は
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
近
隣
の
町
村
の
状
況

を
調
査
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
で
地
域
振
興
常
任
委
員
会
を

閉
会
し
ま
し
た
。

地域振興常任委員会

地域振興常任委員会
11 日開会（審査経過）

●
委
員
長

　
　
永
原　
髙
文

●
副
委
員
長

　
　
次
谷　
國
勝

●
委　
員

　
　
松
下　
　
太

●
委　
員

　
　
佐
々
木
次
男
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議会からのお知らせ

日
程
第
１
～
日
程
第
11

議
案
の
一
括
上
程

　
（
各
常
任
委
員
長
報
告
、
委
員
長

に
対
す
る
質
疑
・
討
論
採
決
）

○
総
務
常
任
委
員
長
報
告

　
　
　
　
（
委
員
長　

﨑
野
英
樹
）

　

３
月
10
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託

さ
れ
た
４
議
案
に
つ
い
て
、
３
月
10

日
午
前
11
時
か
ら
総
務
常
任
委
員

会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
議
し
た
結

果
、
委
員
会
は
原
案
の
と
お
り
４
議

案
を
全
員
異
議
な
く
可
決
す
べ
き
と

決
定
し
ま
し
た
。

○
地
域
振
興
常
任
委
員
長
報
告

　
　
　
　
（
委
員
長　

永
原
髙
文
）

　

３
月
10
日
の
議
会
本
会
議
で
付
託

さ
れ
た
７
議
案
に
つ
い
て
、
３
月
11

日
午
前
10
時
か
ら
地
域
振
興
常
任
委

員
会
を
開
催
し
、
慎
重
に
審
議
し
た

結
果
、
委
員
会
は
原
案
の
と
お
り
７

議
案
を
全
員
異
議
な
く
可
決
す
べ
き

と
決
定
し
ま
し
た
。

（
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

・
議
案
第
１
号

　

大
任
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
２
号

　

大
任
町
温
浴
・
物
産
等
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
３
号

　

大
任
町
社
会
教
育
委
員
の
定
数

及
び
任
期
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
議
案
第
４
号

　

平
成
25
年
度
大
任
町
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
５
号

　

平
成
25
年
度
大
任
町
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

・
議
案
第
６
号

　

平
成
25
年
度
大
任
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て・
議
案
第
７
号

　

平
成
25
年
度
大
任
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
８
号

　

平
成
26
年
度
大
任
町
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て

・
議
案
第
９
号

　

平
成
26
年
度
大
任
町
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
10
号

　

平
成
26
年
度
大
任
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
11
号

　

平
成
26
年
度
大
任
町
水
道
事
業

会
計
予
算
に
つ
い
て

︽
以
上
11
議
案
に
つ
い
て
は
質
疑
・

討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員
異

議
な
く
可
決
︾

　

以
上
で
平
成
26
年
第
１
回
大
任
町

議
会
定
例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

議 会 本 会 議
12 日開会（審議経過）

編集委員会

　

議
会
で
は
皆
様
方
の

生
活
に
直
結
す
る
予
算

な
ど
が
審
議
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
多
く
の
方
々

に
議
会
審
議
を
傍
聴
し

て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

な
お
、
次
回
の
定
例

会
は
平
成
26
年
6
月
の

予
定
で
す
。

●
大
任
町
議
会
議
長

　
　

米
丸　

年 

一

︽
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
︾

●
委
員
長

　
　

松
下　
　

太

●
委　

員

　
　

﨑
野　

英
樹

●
委　

員

　
　

毛
利　

英
文

●
委　

員

　
　

永
原　

髙
文

●
委　

員

　
　

次
谷　

國
勝

本会議最終日



お
お
と
う

広報

５

■
発

行
／

大
任

町
　

■
編

集
／

総
務

企
画

財
政

課
☎

0947-63-3000（
代

表
）　

FA
X

 0947-63-3813
〒

824-0512　
福

岡
県

田
川

郡
大

任
町

大
字

大
行

事
3067

番
地

　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.oto.fukuoka.jp/

No.274

平成26年

男子　５人
女子　８人
担任　辻 穂澄先生

男子　９人
女子　13 人
担任　福澤 直子先生

男子　９人
女子　12 人
担任　重藤 敦子先生

男子　11 人
女子　10 人
担任　中西 由恵先生

男子　13 人
女子　９人
担任　後藤 健太先生

今任小学校１年１組

大任小学校１年２組大任小学校１年１組

大任中学校１年２組大任中学校１年１組

▲今任小学校１年１組の新入生は、13人で、担任は辻 穂澄先生です。

▲大任小学校１年２組の新入生は、22人で、担任は福澤 直子先生です。▲大任小学校１年１組の新入生は、21人で、担任は重藤 敦子先生です。

▲大任中学校１年２組の新入生は、21人で、担任は中西 由恵先生です。▲大任中学校１年１組の新入生は、22人で、担任は後藤 健太先生です。


